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(57)【要約】
【課題】読み取りムラの発生を防止する。
【解決手段】　原稿Ｐを読み取るＣＩＳ１４ａと、その
ＣＩＳ１４ａと対向する位置で原稿Ｐを非読み取り面側
から支持する白色ローラ１４ｂとを備え、ＣＩＳ１４ａ
と白色ローラ１４ｂとの間に原稿Ｐを搬送して、その原
稿Ｐを読み取る画像読取装置において、白色ローラ１４
ｂを、ＣＩＳ１４ａとの間隔Ｄより厚い原稿を搬送する
場合に、所定の力に抗してＣＩＳ１４ａと反対側に移動
することにより、その原稿を、ＣＩＳ１４ａに向けて圧
力を加えつつ支持するものとし、原稿ＰがＣＩＳ１４ａ
に達する前の光沢度の情報を取得して、その光沢度に基
づいて、白色ローラ１４ｂを移動させてＣＩＳ１４ａと
白色ローラ１４ｂとの間隔Ｄを調整すると共に、白色ロ
ーラ１４ｂを保持する力の大きさを調整する調整処理と
を行うようにした。
【選択図】　　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像を読み取る読取手段と、該読取手段と対向する位置で前記原稿を非読み取り
面側から支持する支持手段と、前記原稿を搬送する搬送手段とを備え、該搬送手段により
前記読取手段と前記支持手段との間に前記原稿を搬送して、該原稿の画像を読み取る画像
読取装置であって、
　前記支持手段は、前記読取手段との間隔より厚い原稿を搬送する場合に、所定の力に抗
して前記読取手段と反対側に移動することにより、該原稿を、前記読取手段に向けて圧力
を加えつつ支持する手段であり、
　前記原稿が前記読取手段に達する前に前記原稿の光沢度の情報を取得する光沢度情報取
得手段を備え、
　該光沢度情報取得手段により取得した光沢度に基づいて、前記支持手段を移動させて前
記読取手段と前記支持手段との間隔を調整すると共に前記所定の力の大きさを調整する調
整処理を行うことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　原稿の画像を読み取る読取手段と、該読取手段と対向する位置で前記原稿を非読み取り
面側から支持する支持手段と、前記原稿を搬送する搬送手段とを備え、該搬送手段により
前記読取手段と前記支持手段との間に前記原稿を搬送して、該原稿の画像を読み取る画像
読取装置であって、
　前記原稿が前記読取手段に達する前に前記原稿の光沢度の情報を取得する光沢度情報取
得手段を備え、
　該光沢度情報取得手段により取得した光沢度に基づいて、前記支持手段を移動させて前
記読取手段と前記支持手段との間隔を調整する調整処理を行うことを特徴とする画像読取
装置。
【請求項３】
　原稿の画像を読み取る読取手段と、該読取手段と対向する位置で前記原稿を非読み取り
面側から支持する支持手段と、前記原稿を搬送する搬送手段とを備え、該搬送手段により
前記読取手段と前記支持手段との間に前記原稿を搬送して、該原稿の画像を読み取る画像
読取装置であって、
　前記支持手段は、前記読取手段との間隔より厚い原稿を搬送する場合に、所定の力に抗
して前記読取手段と反対側に移動することにより、該原稿を、前記読取手段に向けて圧力
を加えつつ支持する手段であり、
　前記原稿が前記読取手段に達する前に前記原稿の光沢度の情報を取得する光沢度情報取
得手段を備え、
　該光沢度情報取得手段により取得した光沢度に基づいて、前記所定の力の大きさを調整
する調整処理とを行うことを特徴とする画像読取装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか一項に記載の画像読取装置において、
　前記原稿が前記読取手段に達する前に前記原稿の厚さの情報を取得する紙厚情報取得手
段を備え、
　前記光沢度に加えて、前記紙厚情報取得手段により取得した前記原稿の紙厚にも基づい
て、前記調整処理を行うことを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像読取装置を画像読取手段として備えた画像
処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、原稿の画像を読み取る画像読取装置及びこのような画像読取装置を備えた
画像処理装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来から、画像処理装置において、ＡＤＦ（自動原稿給装装置）を用いて、所定の載置
位置に載置された原稿を１枚ずつ分離しながら順次搬送し、原稿画像を読み取ることが広
く行われている。
　このようなＡＤＦで原稿画像の両面を読み取る場合、原稿のおもて面に形成された画像
については、コンタクトガラス上の原稿の読み取りに用いるものと共通のスキャナ部で読
み取るようにし、原稿の裏面に形成された画像については、画像読取装置のＡＤＦ内部に
ある、光源、レンズ及びイメージセンサが一体となったカラー用のコンタクトイメージセ
ンサ（以下「ＣＩＳ」という）で読み取ることが知られている。
【０００３】
　このような両面読み取り可能な画像処理装置において、例えば特許文献１には、ＣＩＳ
に相当する第２固定読取部にて原稿を安定して走行させるために、第２固定読取部と、そ
の第２固定読取部の対向位置にある第２読取ローラとの距離を調整することが開示されて
いる。
　また、特許文献２には、読取手段としてＣＩＳに相当する密着イメージセンサ部を用い
る画像読取装置において、原稿読み取り時の白基準となり且つ原稿を押さえる白基準板を
備え、その白基準板の原稿に対する押さえ力を調整することが開示されている。
【０００４】
　ＣＩＳと関連する上記特許文献１及び２とは別に、特許文献３には、効率的に光沢を表
わす量を取得するために、照射位置を変更しながら原稿に光源からの光を照射し、原稿か
らの反射光の正反射成分をイメージセンサで受光して光電変換することが開示されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したＣＩＳは、ＡＤＦ内部に固定された等倍の読取部であり、縮小光学
系のスキャナ部と比べて被写界深度が浅いので、ピンボケなどを防ぐために、原稿を読み
取る際にはその原稿をＣＩＳのガラス面に接触させながら読み取るのが望ましい。
　しかし、ＣＩＳで読み取る原稿として、光沢紙を読み取るような場合は、読み取りムラ
が発生するという問題が知られている。
【０００６】
　この問題について、図１４を参照しながら説明する。図１４は、ＣＩＳを用いて普通紙
を読み取る場合と光沢紙を読み取る場合のそれぞれの光の軌跡を示した模式図であり、（
ａ）は普通紙Ｐａを読み取る場合を、（ｂ）は光沢紙Ｐｂを読み取る場合をそれぞれ示し
ている。
【０００７】
　ここで、図１４（ａ）及び（ｂ）に共通するＣＩＳ５００は、画像読取に必要な部材を
ユニット化したものであって、センサ基板５０１、イメージセンサ５０２、レンズアレイ
５０３、光源５０４ａ，５０４ｂ（以下、単に「光源５０４」という）及びガラス５０５
を備えている。
　なお、このＣＩＳ５００は、上述した問題を説明するために、簡易的な構成に留めて示
したものであり、実際のＣＩＳは、図示以外の構成も含むものである。また、図中実線で
示す矢印は、光源５０４からの入射光を、破線で示す矢印は、普通紙Ｐａ又は光沢紙Ｐｂ
からの反射光をそれぞれ示している。
【０００８】
　このようなＣＩＳ５００において、ＡＤＦにより普通紙Ｐａが搬送されてくる場合、図
１４（ａ）に示すように、光源５０４から照射された光は、ガラス５０５を介して普通紙
Ｐａに照射され、普通紙Ｐａ上で拡散反射して、反射光の一部がレンズアレイ５０３を介
して集光された後、イメージセンサ５０２に受光される。
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　一方、ＡＤＦにより光沢紙Ｐｂが搬送されてくる場合、図１４（ｂ）に示すように、光
源５０４から照射された光は、ガラス５０５を介して光沢紙Ｐｂに照射され、光沢紙Ｐｂ
上で正反射してしまい、反射光がレンズアレイ５０３に入射しない現象が発生する。
【０００９】
　これは、光沢紙Ｐｂの場合、ガラス面と密着している箇所が鏡面状態となるからである
。実際には、鏡ほど完全に正反射する訳ではなく、拡散光もあるものの、ほとんどレンズ
アレイ５０３に反射光が入射しないので、ガラス面と光沢紙Ｐｂが密着している箇所につ
いては、ところどころ水たまり状に黒っぽくなる箇所が出現する。
　この現象は、例えば鏡を複写機のコンタクトガラス上に置いてコピーをとると、鏡を置
いた部分が真っ黒になるのと同じ原理である。
【００１０】
　一方で、光沢紙Ｐｂとガラス面の接触する角度によっては、正反射光がそのままレンズ
アレイ５０３に入射するので、イメージセンサ５０２に蓄えられる電荷が周囲よりも高く
なり白っぽい箇所が出現するが、通常地肌は白いため、その差が分かりにくい。
　ただし、地肌が黒い場合は、正反射光が入射する箇所が白くなり、ところどころに白ポ
チがでる。
【００１１】
　このように、光沢紙ＰｂをＣＩＳにて読み取るような場合、読み取りムラが発生すると
いう問題があった。例えば写真の印画紙のように光沢度が高く、かつ厚紙のような場合は
、印画紙がガラス面に対して押さえ付けられることが多くなり、読み取りムラが発生し易
くなる。
　この点、特許文献１乃至３には、この読み取りムラの問題を解決するための手段につい
ては記載されていない。
【００１２】
　この発明は、このような問題を解決し、原稿の画像を読み取る画像読取装置において、
光沢紙を読み取る場合に発生するおそれのある読み取りムラを防止することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、この発明の画像読取装置は、原稿の画像を読み取る読取手段
と、その読取手段と対向する位置で上記原稿を非読み取り面側から支持する支持手段と、
上記原稿を搬送する搬送手段とを備え、その搬送手段により上記読取手段と上記支持手段
との間に上記原稿を搬送して、その原稿の画像を読み取る画像読取装置であって、上記支
持手段は、上記読取手段との間隔より厚い原稿を搬送する場合に、所定の力に抗して上記
読取手段と反対側に移動することにより、その原稿を、上記読取手段に向けて圧力を加え
つつ支持する手段であり、上記原稿が上記読取手段に達する前に上記原稿の光沢度の情報
を取得する光沢度情報取得手段を備え、その光沢度情報取得手段により取得した光沢度に
基づいて、上記支持手段を移動させて上記読取手段と上記支持手段との間隔を調整すると
共に上記所定の力の大きさを調整する調整処理を行うものである。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のようなこの発明の画像読取装置によれば、原稿の画像を読み取る画像読取装置に
おいて、光沢紙を読み取る場合に発生するおそれのある読み取りムラを防止することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明の第１実施形態である画像処理装置の概略構成を示す断面図である。
【図２】図１に示した画像処理装置が備える画像読取装置の概略構成を示す図である。
【図３】図２に示した紙厚測定部の拡大図である。
【図４】図２に示した光沢度測定部の拡大図である。
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【図５】図２に示した裏面読取部の拡大図である。
【図６】図２に示した裏面読取部における原稿搬送機構について説明するための図である
。
【図７】図２に示した画像読取装置の制御系のハードウェア構成のブロック図である。
【図８】図７に示したコンパレータのより詳細な回路図である。
【図９】第１の実施形態において両面読み取りを行う場合に制御部が実行する調整処理を
示したフローチャートである。
【００１６】
【図１０】第２実施形態における裏面読取部の構成を示す図である。
【図１１】第２の実施形態において両面読み取りを行う場合に制御部が実行する、図９と
対応する調整処理を示したフローチャートである。
【図１２】第３実施形態における裏面読取部の構成を示す図である。
【図１３】第３の実施形態において両面読み取りを行う場合に制御部が実行する、図９と
対応する調整処理を示したフローチャートである。
【図１４】ＣＩＳを用いて普通紙を読み取る場合と光沢紙を読み取る場合のそれぞれの光
の軌跡を示した模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
〔第１実施形態〕
　以下、この発明を実施するための形態を図面に基づいて説明する。
　まず、この発明の第１実施形態である画像処理装置の概略構成について、図１を参照し
ながら説明する。図１は、その画像処理装置の概略構成を示す断面図である。
【００１８】
　図１において、この画像処理装置１００は、コピー、スキャン、ファクシミリ通信、文
書蓄積等の機能を備えたデジタル複合機（ＭＦＰ）であり、画像読み取り部である画像読
取装置１０及び本体部５０を備えている。なお、図中破線で示すＲは、原稿からの反射光
の光路を示しており、Ｌは書き込み用のレーザ光の光路を示している。
　このうち、画像読取装置１０は、原稿を自動搬送して、その原稿の両面に形成された画
像の読み取りを行うことができる画像読取装置である。この画像読取装置１０の詳細な構
成については後述する。
【００１９】
　本体部５０は、給紙ユニット５１、搬送ユニット５２、レジストローラ５３、画像形成
ユニット５４、書き込みユニット５５、搬送ベルト５６、定着ユニット５７、排紙ユニッ
ト５８及び排紙トレイ５９を備えている。
　このうち、給紙ユニット５１は、３段ある各トレイにそれぞれ設けられた３つの給紙部
からなり、各トレイに積載された原稿のうち最上面にある原稿を、いずれかの給紙部によ
り一枚繰り出して搬送ユニット５２に給紙する給紙手段である。
【００２０】
　搬送ユニット５２は、複数の搬送ローラ及び図示しないガイド板などからなり、給紙ユ
ニット５１から給紙された原稿をレジストローラ５３まで搬送するための搬送手段である
。
　レジストローラ５３は、搬送ユニット５２により搬送された原稿をいったん突き当てて
止めることによりスキュー補正を行うとともに、スキュー補正後の原稿を、画像形成ユニ
ット５４の感光体ドラムと搬送ベルト５６との間のニップ部に対して、感光体ドラムに現
像されたトナー像がくるタイミングに合わせて送り込むためのローラである。
【００２１】
　画像形成ユニット５４は、感光体ドラム、この感光体ドラム表面を所定の電位に帯電す
るためのチャージャ、書き込みユニット５５により形成された静電潜像に対してトナー像
を現像させるための現像部などを一体として備えた画像形成手段である。
　書き込みユニット５５は、画像読取装置１０で読み取った画像情報に応じたレーザ光Ｌ
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を、帯電した感光体ドラム表面に照射して露光し、これによって感光体ドラム表面に静電
潜像を形成するためのものである。
【００２２】
　搬送ベルト５６は、感光体ドラムと等速で回転し、トナー像転写後の原稿を定着ユニッ
ト５７に搬送するためのものである。
　定着ユニット５７は、定着ローラと加圧ローラからなり、搬送ベルト５６により搬送さ
れた原稿を加熱加圧することにより原稿上の未定着トナーを定着させるため定着手段であ
る。
　排紙ユニット５８は、定着後の原稿を排紙トレイ５９にまで導くための排紙手段であり
、排紙トレイ５９は、排紙された原稿を積載保持するためのものである。
【００２３】
　以上のような画像処理装置１００において、原稿に画像形成を行う場合、まずいずれか
のトレイに積載された原稿のうち最上面にある原稿１枚を、給紙ユニット５１で給紙し、
搬送ユニット５２によってレジストローラ５３に接する位置まで搬送される。
　一方、画像読取装置１０で読み取られた画像情報は、書き込みユニット５５からのレー
ザ光Ｌによって感光体ドラムに書き込まれ、現像部を通過することによってトナー像が形
成される。
【００２４】
　そして、原稿は、現像されたトナー像が転写位置にくるタイミングに合わせてレジスト
ローラにより搬送され、感光体ドラムの回転と等速で回転する搬送ベルト５６によって搬
送されながら、感光体ドラム上のトナー像が原稿に転写されていく。
　その後、定着ユニット５７にて未定着トナーを定着させ、排紙ユニット５８にて排紙ト
レイ５９に排紙される。
【００２５】
　次に、この発明の第１実施形態である画像読取装置１０の詳細構成について図２を参照
しながら説明する。図２は、その画像読取装置１０の概略構成を示す図である。
　図２において、この画像読取装置１０は、自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）１１、紙厚測定
部１２、光沢度測定部１３、裏面読取部１４、おもて面読取窓１５、コンタクトガラス１
６、基準白板１７、第１キャリッジ１８、第２キャリッジ１９、レンズユニット２０、及
びＣＣＤ２１を備えている。
【００２６】
　なお、図中破線で示すＲは、原稿からの反射光の光路を示している。
　また、図中２点鎖線で示すＰは原稿であり、ここでいう原稿とは、課題の項で説明した
普通紙Ｐａ及び光沢紙Ｐｂを含む任意の材質や厚さのものでよく、材質や厚さを特定して
説明する必要がない場合は、原稿Ｐとして説明するものとする。
【００２７】
　このうち、ＡＤＦ１１は、原稿台に載置された原稿Ｐを１枚ずつ順次自動的に給紙して
搬送するための搬送手段である。
　紙厚測定部１２は、２個の対向するローラを用いて原稿Ｐの厚さを測定する紙厚測定手
段である。この紙厚測定部１２の詳細な構成については後述する。
　光沢度測定部１３は、原稿Ｐの光沢度を測定する光沢度測定手段である。この光沢度測
定部１３の詳細な構成についても後述する。
【００２８】
　裏面読取部１４は、原稿Ｐの裏面に形成された画像を光学的に読み取るためのものであ
る。この裏面読取部１４の詳細な構成についても後述する。
　おもて面読取窓１５は、ＡＤＦ１１により自動搬送される原稿Ｐのおもて面に形成され
た画像を読み取るための読み取り位置に設けられた窓であって、光が透過する部材（例え
ばガラス）を通して、光源１８ａからの出射光を原稿Ｐに照射し、原稿Ｐからの反射光を
第１反射ミラー１８ｂに入射させることができるようにしている。
　コンタクトガラス１６は、ＡＤＦ１１を用いずに原稿読み取りを行う場合に、その原稿
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Ｐを載置するためのものである。
　基準白板１７は、読み取った画像について、シェーディング補正を行うためのシェーデ
ィングデータを生成するために原稿Ｐの読み取りに先立って読み取られる基準部材である
。
【００２９】
　第１キャリッジ１８は、原稿露光用の光源１８ａ及び第１反射ミラー１８ｂを含んでお
り、図示しないステッピングモータにより駆動され、コンタクトガラス１６上に載置され
た原稿Ｐを矢示Ａ方向（副走査方向）に移動しながら光学走査することができる。また、
おもて面読取窓１５の読み取り位置に停止して、ＡＤＦ１１により自動搬送される原稿Ｐ
の画像読み取りに用いることもできる。
　なお、光源としては、ＬＥＤや蛍光ランプあるいはキセノンランプなど公知の照明手段
を用いることができる。
【００３０】
　第２キャリッジ１９は、第２反射ミラー１９ａと第３反射ミラー１９ｂとを含んでおり
、第１キャリッジ１８と同様に図示しないステッピングモータにより駆動され、第１キャ
リッジ１８に追随して矢示Ａ方向に移動するものである。
　レンズユニット２０は、第１反射ミラー１８ｂから第３反射ミラー１９ｂに順次反射偏
向された反射光をＣＣＤ２１に集光して結像させるためのものである。
　ＣＣＤ２１は、集光した反射光をアナログ電気信号に光電変換する１次元ライン状のラ
インイメージセンサである。
【００３１】
　このような画像読取装置１０において、コンタクトガラス１６に載置された原稿Ｐの画
像を読み取る場合、光源１８ａを点灯し、第１キャリッジ１８及び第２キャリッジ１９を
図示しないステッピングモータにより右方向に移動走査して原稿Ｐを読み取る。
　一方、ＡＤＦ１１により搬送される原稿Ｐの両面を読み取る場合、光源１８ａを点灯し
、第１キャリッジ１８をおもて面読取窓１５の読み取り位置にて停止した状態で待機して
おく。
【００３２】
　そして、ＡＤＦ１１の複数のローラによって原稿Ｐを矢印Ｂの方向へガイドすることで
、おもて面読取窓１５の読み取り位置において原稿Ｐのおもて面を走査し、おもて面に形
成された画像を読み取る。
　そして、原稿Ｐの裏面に形成された画像は、裏面読取部１４で読み取るようにしている
。
　このようにして、原稿の両面に形成された画像を読み取るようにしている。
【００３３】
　次に、紙厚測定部１２の詳細な構成について、図３を参照しながら説明する。図３は、
図２に示した紙厚測定部１２の拡大図である。
　図３に示すように、この紙厚測定部１２は、プルアウトローラ１２ａ、プルアウト従動
ローラ１２ｂ、回転軸１２ｃ、支持機構１２ｄ及び変位センサ１２ｅを備えている。
【００３４】
　このうち、プルアウトローラ１２ａとプルアウト従動ローラ１２ｂは、原稿Ｐの進入時
には、その原稿Ｐの先端をニップ部分に撓みをもって押し当てることにより原稿先端の整
合をとってスキュー補正を行うとともに、スキュー補正後の原稿Ｐを下流にあるローラに
搬送するためのものである。
　回転軸１２ｃは、プルアウト従動ローラ１２ｂの長手方向の両端からそれぞれ突出する
回転軸である。
【００３５】
　支持機構１２ｄは、回転軸１２ｃの突出した部分に挿入された上段の棒材と、その上段
の棒材と対向する位置にあって固定された下段の棒材と、上段と下段の棒材を繋ぐバネと
からなる。このうち、上段の棒材は、固定された下段の棒材とバネとにより矢印方向に移
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動可能な構成になっており、この移動に合わせて回転軸１２ｃ及びプルアウト従動ローラ
１２ｂも一緒に矢印方向に移動できる構成になっている。
　変位センサ１２ｅは、バネの変位量を検知して、原稿Ｐの紙厚を検知するためのセンサ
である。
【００３６】
　このような紙厚測定部１２においては、まずプルアウトローラ１２ａとプルアウト従動
ローラ１２ｂのニップ部分により原稿Ｐのスキュー補正がなされ、その後、その原稿Ｐが
進入すると、プルアウト従動ローラ１２ｂ及び回転軸１２ｃが、その原稿Ｐの厚みに応じ
た距離だけ矢印方向に移動する。
　そして、支持機構１２ｄのバネが縮んで、その変位量を変位センサ１２ｅで検知するこ
とにより、原稿Ｐの紙厚を測定することができる。
【００３７】
　次に、光沢度測定部１３の詳細な構成について、図４を参照しながら説明する。図４は
、図２に示した光沢度測定部１３の拡大図である。なお、図中に示す実線矢印は光源１３
ｂからの照射光を、破線矢印は原稿Ｐからの反射光をそれぞれ示している。
　図４に示すように、この光沢度測定部１３は、光沢度計１３ａからなり、その光沢度計
１３ａは、光源１３ｂと受光センサ１３ｃとを備えている。
【００３８】
　そして、原稿Ｐの光沢度を測定する際には光源１３ｂから光を照射して、その照射光に
対する正反射光の比率を測定し、原稿Ｐの光沢度を測定するようにしている。このことに
より、例えば、正反射光の比率が低ければ普通紙Ｐａと判断したり、正反射光の比率が高
ければ光沢紙Ｐｂと判断したりすることができる。
　なお、原稿Ｐがある程度波打って搬送されてくることを考慮して、受光センサ１３ｃの
受光面はある程度大きくするようにするとよい。また、この光沢度計１３ａは簡易的なも
のでよく、照射光に対する正反射光の比率が測定できれば、ＡＤＦ１１内に内蔵される他
のセンサで代用しても構わない。
【００３９】
　次に、裏面読取部１４の詳細な構成について、図５を参照しながら説明する。図５は、
図２に示した裏面読取部１４の拡大図である。
　図５に示すように、この裏面読取部１４は、カラー用のＣＩＳ１４ａと白色ローラ１４
ｂとを備える。なお、図５に示した光源１４ｅ、白テープ１４ｆ及び集光レンズ１４ｇは
それぞれ２つずつあるが、左右対称に配置された同じ部材であるので、同じ符号で示す。
また、Ｄは、ＣＩＳ１４ａと白色ローラ１４ｂの間隔である。
【００４０】
　ＣＩＳ１４ａは、画像読み取りに必要な各種部材を一体とした等倍の読み取りセンサで
あって、ガラス１４ｃ、レンズアレイ１４ｄ、光源１４ｅ、白テープ１４ｆ、集光レンズ
１４ｇ、イメージセンサ１４ｈ、センサ基板１４ｉ、信号処理基板１４ｊ及びアルミダイ
キャスト１４ｋを備えている。
　このうち、ガラス１４ｃは、搬送されてくる原稿Ｐの裏面に形成された画像を読み取る
際の読み取り面となる透過部材である。
【００４１】
　レンズアレイ１４ｄは、光源１４ｅから照射された光の反射光を集光してイメージセン
サ１４ｈに結像させるための円筒状のレンズである。
　光源１４ｅは、搬送されてくる原稿Ｐの裏面に対して光を照射するためのものである。
　白テープ１４ｆは、光源１４ｅから照射された光のうち、原稿Ｐとは反対側に照射され
た光を反射して、効率的に光を原稿Ｐにあてるための反射材である。
　集光レンズ１４ｇは、光源１４ｅから照射される光を集光して効率的に原稿Ｐに光をあ
てるためのレンズである。
　イメージセンサ１４ｈは、集光された光を光電変換してアナログ電気信号に変換する１
次元ライン状のイメージセンサである。
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【００４２】
　センサ基板１４ｉは、イメージセンサ１４ｈを搭載するための基板である。
　信号処理基板１４ｊは、イメージセンサ１４ｈから得られたアナログ電気信号に対して
、各種の信号処理を施す信号処理回路が搭載された基板である。
　アルミダイキャスト１４ｋは、上述した各種部材を収納するための筺体である。
　白色ローラ１４ｂは、原稿Ｐの読み取り時に、その原稿Ｐを非読み取り面側（おもて面
側）から支持するとともに、原稿Ｐの読み取り前には、シェーディングデータを生成する
ためにＣＩＳ１４ａにより読み取られるものである。この白色ローラ１４ｂが、支持手段
に相当する。
【００４３】
　なお、この白色ローラ１４ｂには、ＣＩＳ１４ａとの間隔Ｄを調整するための図示しな
い間隔調整機構及び白色ローラ１４ｂに弾性を持たせるとともにその弾性力を調整するこ
とができる図示しない弾性力調整機構とが取り付けられている。これらの機構については
、後述する。
【００４４】
　このような、裏面読取部１４においては、ＣＩＳ１４ａの被写界深度が浅いため、原稿
Ｐを読み取る場合はピンボケを防ぐために、原則ガラス１４ｃの読み取り面に接触させな
がら読み取るのが好ましい。このことを考慮して、間隔Ｄは、普通紙Ｐａが通れるくらい
の間隔に設定することが考えられる。
　例えば、普通紙Ｐａが０．０８ｍｍの厚さであった場合、間隔Ｄをそれと同じか、ある
いは少し余裕を持った間隔に設定しておきガラス１４ｃと接触しながら読み取れるように
することが考えられる。
【００４５】
　ここで、間隔Ｄよりも厚い例えば０．１ｍｍの厚さを持つ厚紙が搬送されてきた場合、
白色ローラ１４ｂは弾性を持つため、通紙中は図中矢印ａ方向に移動するとともに、逆に
厚紙に対しては矢印ｂ方向に圧力を加えてガラス面に接触させながら読み取るようにして
いる。
　しかし、写真の印画紙などの場合は、通常の厚紙よりもさらに厚く、かつ光沢があるた
め、例えば白色ローラ１４ｂの弾性により間隔Ｄをなんとか通過できたとしてもガラス１
４ｃに強く押しつけられることになって課題の項で説明したような読み取りムラが発生す
ることになる。
【００４６】
　次に、この読み取りムラの問題を解決するための上述した間隔調整と弾性力調整の機構
について、図６を参照しながら説明する。図６は、裏面読取部１４における原稿搬送機構
について説明するための図である。
　なお、図６におけるＣＩＳ１４ａは、説明の便宜上、筺体であるアルミダイキャスト１
４ｋの部分についてのみ示す。
　まず、この裏面読取部１４においては、原稿Ｐの進入口に上ガイド板３１と下ガイド板
３２とを設けて、原稿Ｐを間隔Ｄにスムーズに導くようにしている。
【００４７】
　また、白色ローラ１４ｂには、上述した間隔調整と弾性力調整とを行うための機構が取
り付けられており、間隔調整を行うための機構については、例えばソレノイド２００を用
いて実現するようにしている。
　このソレノイド２００は、定常状態でピン２００ａが突出した状態になっており、その
ピン２００ａの一端（実線で示す先端部分）が図に示すように白色ローラ１４ｂの両端か
ら突出する軸に挿入された軸受け２００ｂと一体となっている。
　一方で、ソレノイド２００のピン２００ａの他端（破線で示す先端部分）には、突起部
２００ｃがあり、この突起部２００ｃが、一点鎖線で示す可動ストッパ２１０と接してい
る構成となっている。
【００４８】
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　そして、この可動ストッパ２１０は、間隔調整モータ４３０（図７参照）を正転駆動す
ることにより、矢印Ｅ方向に移動可能な構成となっており、この移動と連動して可動スト
ッパ２１０と接する突起部２００ｃも矢印Ｅ方向に移動し、ピン２００ａを除々に引っ込
めることが可能となっている。そして、ピン２００ａが引っ込むのに合わせて白色ローラ
１４ｂも矢印Ｆ方向に移動し、間隔Ｄを広げるようにしている。
　また、ピン２００ａには不図示のバネ等で矢印Ｅと逆方向に力を加えており、可動スト
ッパ２１０を矢印Ｅと逆方向に移動させると、それに連れてピン２００ａも徐々に突出さ
せ、間隔Ｄを狭める（元に戻す）ことができる。
　この実施形態では、このようにして間隔調整を行うようにしている。
【００４９】
　また、弾性力調整を行うための機構については、例えばバネ定数可変バネ３００を用い
て実現するようにしている。このバネ定数可変バネ３００は、可動部３００ａと固定部３
００ｂとを備えている。この可動部３００ａは、永久磁石を含んだ構成となっており、一
端が棒材３２０に固定され、他端は固定されずにガイド板３１０に固定された固定部３０
０ｂの凹部に挿入されている。
　この固定部３００ｂは、対のコイルとその周りを囲む強磁性体（例えば鉄など）から構
成されており、図中のように可動部３００ａが挿入された状態においては、可動部３００
ａの永久磁石が強磁性体を引きつけることにより図中の状態を保持している。
【００５０】
　その保持しようとする保持力は弾性力に見立てることができ、特に力が加わらない限り
は、図中の定常状態を保持する。仮に矢印Ｇ方向に力が加わっても弾性力が矢印Ｇ方向と
反対方向に働いて元の定位置を保持しようとする。
　そして、この弾性力を弱める場合は、固定部３００ｂの対のコイルを通電することで磁
束（図中破線矢印）を打ち消して、磁気バネのバネ定数を低くし弾性力を弱めるようにす
る。このことにより、棒材３２０の一端と固定された白色ローラ１４ｂの軸にかかる弾性
力も小さくなり、白色ローラ１４ｂ自体の弾性力も小さくすることができる。このような
構成は、磁気バネと呼ばれる。
【００５１】
　ここで、例えば固定部３００ｂのコイルを通電した状態で、間隔Ｄよりも厚い紙が搬送
されてくると、白色ローラ１４ｂが厚い紙により押し上げられて矢印Ｇ方向に力が加わる
ものの、矢印Ｇ方向と反対方向に働く弾性力が弱いため、その厚い紙に与える圧力も小さ
くなる。
　この実施形態では、このようにして弾性力調整を行い、紙に対して与える圧力を調整す
るようにしている。
【００５２】
　なお、間隔Ｄよりも厚い紙が搬送されている状態においては、ソレノイド２００のピン
２００ａは、可動ストッパ２１０を用いることなく、わずかに矢印Ｅ方向に移動すること
が可能であり、このため突起部２００ｃと可動ストッパ２１０との間にはわずかな空隙が
できる。そしてこの空隙は、厚い紙が通過後にバネ定数可変バネ３００の弾性力により埋
められる。この関係は、可動ストッパ２１０を用いて間隔Ｄを広げた後の状態において、
その広げた間隔よりもさらに厚い紙が搬送されてきた場合も同じである。
【００５３】
　なお、バネ定数可変バネ３００を用いた弾性力調整の手法については、例えば特許文献
４に記載されている。
　また、上述した間隔調整を行うためのソレノイド２００を用いた機構については、一例
であって、他の公知の機械部材等の組み合わせにより間隔調整を行ってもよいことはもち
ろんである。また、弾性力調整を行うためのバネ定数可変バネ３００を用いた可動部３０
０ａと固定部３００ｂからなる構成も一例であって、他の構成を用いたバネ定数可変バネ
により弾性力調整を行ってもよいことはもちろんである。
　以上のような、間隔調整及び弾性力調整については、以後特段両者を区別する必要がな
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い限りまとめて調整処理と称して以下に説明する。
【００５４】
　次に、画像読取装置１０の制御系のハードウェア構成について、図７を参照しながら説
明する。図７は、図２に示した画像読取装置１０のハードウェア構成のブロック図である
。
　図７に示すように、画像読取装置１０は、制御部４００、操作部４１０、記憶部４２０
、間隔調整モータ４３０、バネ定数制御スイッチ４４０、コンパレータ４５０ａ，４５０
ｂ、変位センサ１２ｅ及び受光センサ１３ｃを備えている。
【００５５】
　なお、紙厚測定部１２の変位センサ１２ｅ及び光沢度測定部１３の受光センサ１３ｃに
ついては上述した通りなので、その説明を省略する。
　また、図中に示したハードウェア構成は、本願の発明と関連のあるハードウェア構成を
中心に示したものであり、この構成とは別にＡＤＦ１１の各種ローラを回転させるための
モータ群や各種センサ群も別途備えている。
【００５６】
　まず、制御部４００は、ＣＰＵを中核として、画像読取装置１０が備える各種ハードウ
ェア（センサ群及びモータ群など）を制御して、原稿Ｐの搬送、画像の読み取り、読み取
りで得た画像データに対する補正などの機能を実現するための処理を行うものである。
　この制御部４００は、以上の処理を実行するためのプログラムやデータを記憶したＲＯ
Ｍ等の記憶手段と、そのプログラムを展開して実行するためのワークエリアとなるＲＡＭ
も備える。
【００５７】
　操作部４１０は、液晶ディスプレイ等による表示部と、タッチパネルあるいはボタン等
とを備えるものであり、画像読取装置１０の状態をユーザに画面表示で通知したり、ユー
ザからの片面読取や両面読取の実行指示等の操作を受け付けたりするものである。
　記憶部４２０は、ＣＣＤ２１により読み取ったおもて面の画像データ及び裏面読取部１
４により読み取った裏面の画像データ等を格納するための画像メモリである。
　間隔調整モータ４３０は、正転駆動により可動ストッパ２１０を矢印Ｅ方向に移動させ
、逆転駆動により可動ストッパ２１０を矢印Ｅ方向と逆方向に移動させるための間隔調整
用のモータである。
【００５８】
　バネ定数制御スイッチ４４０は、バネ定数可変バネ３００のバネ定数を変えるためのス
イッチであって、固定部３００ｂの対のコイルへの通電のオン又はオフを制御するための
ものである。このバネ定数制御スイッチ４４０は、定常状態でオフであって、オンに切り
替えることにより可動部３００ａのバネ定数を低くして、白色ローラ１４の持つ弾性力を
小さくするようにしている。
　コンパレータ４５０は、光沢度用と紙厚用とでそれぞれ１つずつ設けられた比較器であ
って、制御部４００により設定される閾値と、変位センサ１２ｅ及び受光センサ１３ｃか
らそれぞれ得られる紙厚及び光沢度とを比較して、ＨｉｇｈかＬｏｗかを出力するための
ものである。
【００５９】
　このコンパレータ４５０の使用例について、図８の回路図を参照しながら具体的に説明
する。
　図８に示すように、コンパレータ４５０は、光沢度用のコンパレータ４５０ａと紙厚用
のコンパレータ４５０ｂとからなり、それぞれ２入力１出力である。そして、光沢度用の
コンパレータ４５０ａの入力の一方には、制御部４００から光沢度閾値が入力され、他方
には受光センサ１３ｃで測定した光沢度測定値が入力される。
【００６０】
　そして、光沢度用のコンパレータ４５０ａは、光沢度閾値に対して光沢度測定値がＨｉ
ｇｈかＬｏｗかを２値化して出力する。
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　この場合、例えば光沢度閾値に対して光沢度測定値がＨｉｇｈであると、制御部４００
が搬送中の原稿は光沢が大きいためＣＩＳ１４ａに密着させないようにする必要がある判
断して、間隔調整モータ４３０及びバネ定数制御スイッチ４４０を制御して調整処理を行
うようにする。
【００６１】
　ただし、紙厚用のコンパレータ４５０ｂも同様に、紙厚閾値と紙厚測定値とを入力して
比較を行う。そして、最終的には、紙厚の判定結果も参照して、間隔調整モータ４３０あ
るいはバネ定数制御スイッチ４４０を制御して調整処理を行うようにしている。
　以上、図２乃至図８を参照しながら説明した画像読取装置１０において、特徴的な点は
、紙厚測定部１２の変位センサ１２ｅで測定した紙厚と、光沢度測定部１３の受光センサ
１３ｃで測定した光沢度とに基づいて行う調整処理である。そこで、以下この点に関連し
て、制御部４００が実行する調整処理について図９を参照しながら説明する。
【００６２】
　図９は、両面読み取りを行う場合に制御部４００が実行する調整処理を示したフローチ
ャートである。なお、この調整処理は、制御部４００のＣＰＵが実行するが、説明の便宜
上制御部４００が行うものとして説明する。
　画像読取装置１０において、原稿Ｐがセットされた状態でユーザが操作部４１０の図示
しないタッチパネル等により両面読み取りを指示すると、制御部４００が、図９に示す処
理を開始する。
【００６３】
　まず、制御部４００は、コンパレータ４５０ａ，４５０ｂに入力する光沢度閾値と、紙
厚閾値とをそれぞれ適当な値に設定し（Ｓ１０１）、原稿搬送を開始する（Ｓ１０２）。
そして、紙厚測定部１２の変位センサ１２ｅで測定した原稿Ｐの紙厚を取得し（Ｓ１０３
）、光沢度測定部１３の受光センサ１３ｃで測定した原稿Ｐの光沢度を取得する（Ｓ１０
４）。
　そして、制御部４００は、Ｓ１０３及びＳ１０４で取得した紙厚及び光沢度を、測定値
としてコンパレータ４５０ａ，４５０ｂに対してそれぞれ入力する（Ｓ１０５）。
　そして、制御部４００は、光沢度測定値が光沢度閾値を超えているか否か判断する（Ｓ
１０６）。ここでは光沢度用のコンパレータ４５０ａの出力値がＨｉｇｈ（光沢度測定値
の方が光沢度閾値よりも大きい）か否かによりこの判断を行うことができる。
【００６４】
　制御部４００は、このステップＳ１０６の判断において、光沢度測定値が光沢度閾値を
超えていると判断した場合（Ｓ１０６のＹｅｓ方向）、ＣＩＳ１４ａにおける原稿の密着
防止が必要な可能性があると判断して、ステップＳ１０７に進む。
　ステップＳ１０７においては、紙厚測定値が紙厚閾値を超えているか否か判断する。こ
こでは紙厚用のコンパレータ４５０ｂの出力値がＨｉｇｈ（紙厚測定値の方が紙厚閾値よ
りも大きい）か否かによりこの判断を行うことができる。
【００６５】
　制御部４００は、このステップＳ１０７の判断において、紙厚測定値が紙厚閾値を超え
ていると判断した場合（Ｓ１０７のＹｅｓ方向）、ＣＩＳ１４ａにおける原稿の密着防止
が必要であると判断して、ステップＳ１０８に進む。
　そして、制御部４００は、ステップＳ１０８において、原稿Ｐが裏面読取部１４に進入
する前までに、間隔調整モータ４３０を正転駆動するとともに、バネ定数制御スイッチ４
４０をオンにする。
【００６６】
　これにより、ソレノイド２００のピン２００ａが引っ込んで白色ローラ１４ｂが移動し
間隔Ｄが広がるとともに、バネ定数可変バネ３００の固定部３００ｂにおける対のコイル
が通電されて白色ローラ１４ｂの弾性力が小さくなる。
　このようにステップＳ１０８においては、光沢度と紙厚の双方が閾値を超えていると判
断された場合、白色ローラ１４ｂの間隔と弾性力の大きさとを調整する調整処理を行うよ
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うにし、その調整処理の後、ステップＳ１１０に進む。
【００６７】
　一方で、制御部４００は、ステップＳ１０６の判断において、光沢度測定値が光沢度閾
値以下であると判断した場合（Ｓ１０６のＮｏ方向）、あるいはステップＳ１０７の判断
において、紙厚測定値が紙厚閾値以下であると判断した場合（Ｓ１０７のＮｏ方向）、Ｃ
ＩＳ１４ａにおける原稿の密着防止は不要と判断し、ステップＳ１０９に進む。
　そして、間隔調整モータ４３０を逆転駆動するとともに、バネ定数制御スイッチ４４０
をオフにして（Ｓ１０９）、白色ローラ１４ｂの間隔と弾性力とを初期値に戻す調整を行
った後、ステップＳ１１０に進む。
【００６８】
　そして、制御部４００は、ステップＳ１１０において、次の原稿があるかないかを判断
し、なければ（Ｓ１１０のＹｅｓ方向）、処理を終了する。次の原稿があれば（Ｓ１１０
のＮｏ方向）、ステップＳ１０２に戻って次の原稿Ｐの搬送を開始する（Ｓ１０２）。
　以上の図９で説明した処理においては、制御部４００が、測定した光沢度と紙厚の双方
が閾値以上と判断した場合、白色ローラ１４ｂの間隔を大きくし、白色ローラ１４ｂの位
置を保持する弾性力を小さくする調整処理を行うようにしている。このことにより、読み
取りムラの発生が予想される厚紙の光沢紙Ｐｂをスムーズに通紙することができ、読み取
りムラの発生を未然に防止することができる。
【００６９】
　なお、この図９の処理では、測定した光沢度と紙厚の双方が閾値を超えていると判断し
た場合に調整処理を行うようにしたが、これに限られる訳ではない。例えば、紙厚に関わ
らず、測定した光沢度に基づいて、光沢度が閾値を超えていると判断した場合に調整処理
を行うことが考えられる。
　この場合、厚紙の光沢紙にターゲットを絞って調整処理を行うことはできないものの、
読み取りムラの発生防止という観点からは、特に問題ない。さらに、図９の紙厚閾値を設
定する処理、原稿の紙厚を取得する処理、紙厚測定値と紙厚閾値を比較する処理等（Ｓ１
０３及びＳ１０７等）が不要になり、処理がより単純になるとともに、紙厚用のコンパレ
ータ４５０ｂも使わなくて済むので回路を単純化することができる。
【００７０】
　また、ステップＳ１０１で行う光沢度閾値と紙厚閾値の設定は、必ずしもユーザが両面
読み取りの指示を行ったタイミングで行う必要はなく、例えばデフォルトとしてそれぞれ
の閾値を予めコンパレータ４５０ａ，４５０ｂに設定しておいてもよい。
　また、図９では、調整処理として白色ローラ１４ｂの間隔及び弾性力の大きさを同時に
調整するようにしたが、いずれか一方のみの調整を行うようにすることも考えられる。こ
の例について、以下の第２実施形態及び第３実施形態で詳述する。
【００７１】
〔第２実施形態〕
　次に、第２実施形態について説明する。この第２実施形態は、第１実施形態において行
った白色ローラ１４ｂの間隔及び弾性力の調整処理のうち、間隔の調整処理のみを行うも
のである。
　このため、第１実施形態における裏面読取部１４の構成及び制御部４００が行う図９の
処理と対応する調整処理が若干異なるものの、それ以外は同じであるので、この異なる点
を中心に図１０及び図１１を参照しながら説明する。
【００７２】
　まず、第２実施形態における裏面読取部１４′の構成について説明する。図１０は、そ
の構成を示した図である。なお、第２実施形態における裏面読取部１４′において、第１
実施形態の裏面読取部１４と同じ構成は同じ符号を付してある。
　この裏面読取部１４′は、間隔Ｄの調整に特化しており、このため間隔調整を行うソレ
ノイド２００を用いた機構は第１実施形態と同じで、異なる点はバネ定数可変バネ３００
が通常のバネ３００′になった点だけである。この裏面読取部１４′のソレノイド２００
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の可動ストッパ２１０により、第１実施形態と同様、間隔Ｄを広げることができる。
　なお、通常のバネ３００′を設けることにより、バネ定数を可変することはできないも
のの、白色ローラ１４ｂに弾性力を持たせるようにしている。
【００７３】
　次に、第２実施形態において、制御部４００が行う調整処理について説明する。図１１
は、両面読み取りを行う場合に制御部４００が実行する、図９と対応する調整処理を示し
たフローチャートである。
　なお、この第２実施形態における調整処理は、間隔調整だけを行うものであり、ステッ
プＳ２０１乃至Ｓ２０７までの処理は図９のステップＳ１０１乃至Ｓ１０７までの処理と
同じであるため、異なるステップを中心に説明する。
　画像読取装置１０において、原稿Ｐがセットされた状態でユーザが操作部４１０の図示
しないタッチパネル等により両面読み取りを指示すると、制御部４００が、図１１に示す
処理を開始する。
【００７４】
　まず、制御部４００は、ステップＳ２０１乃至Ｓ２０７までの処理を順に行って、その
結果、搬送した原稿Ｐについて、光沢度と紙厚の双方が閾値を超えていると判断した場合
（Ｓ２０７のＹｅｓ方向）、調整処理として間隔調整モータ４３０を正転駆動するように
する（Ｓ２０８）。
　これにより、図１０に示した裏面読取部１４′のソレノイド２００のピン２００ａが引
っ込み、白色ローラ１４ｂが矢印Ｆ方向に移動し間隔Ｄが広がる。この調整処理の後、ス
テップＳ２１０に進む。
【００７５】
　一方で、制御部４００が、原稿Ｐの光沢度と紙厚のいずれかが閾値以下であると判断し
た場合（Ｓ２０６又はＳ２０７のＮｏ方向）、ステップＳ２０９に進む。そして、間隔調
整モータ４３０を逆転駆動して（Ｓ２０９）、白色ローラ１４ｂの間隔を初期値に戻す調
整を行った後、ステップＳ２１０に進む。
　そして、制御部４００は、ステップＳ２１０において、次の原稿があるかないか判断し
て、次の原稿がなければ（Ｓ２１０のＹｅｓ方向）、処理を終了する。次の原稿があれば
（Ｓ２１０のＮｏ方向）、ステップＳ２０２に戻って次の原稿搬送を開始する。
【００７６】
　以上の図１１で説明した処理においては、制御部４００が、測定した光沢度と紙厚の双
方が閾値以上と判断した場合、ＣＩＳ１４ａと白色ローラ１４ｂの間隔Ｄを広げるように
調整するようにしている。このことにより、読み取りムラの発生を抑えることができる。
　また、この第２実施形態の場合も第１実施形態と同様に、紙厚については判断せずに、
光沢度が閾値を超えた場合に間隔Ｄを広げる調整処理を行うようにしてもよい。
【００７７】
〔第３実施形態〕
　次に、第３実施形態について説明する。この第３実施形態は、第１実施形態において行
った間隔及び弾性力の調整処理のうち、弾性力の調整処理のみを行うものである。このた
め、第１実施形態における裏面読取部１４の構成及び制御部４００が行う図９の処理と対
応する調整処理が若干異なるものの、それ以外は同じであるので、この異なる点を中心に
図１２及び図１３を参照しながら説明する。
【００７８】
　まず、第３実施形態における裏面読取部１４″の構成について説明する。図１２は、そ
の構成を示した図である。なお、第３実施形態における裏面読取部１４″において、第１
実施形態の裏面読取部１４と同じ構成は同じ符号を付してある。
　この裏面読取部１４″は、白色ローラ１４ｂの弾性力の調整に特化しており、このため
間隔調整を行うソレノイド２００を用いた機構は設けず、弾性力の調整を行うバネ定数可
変バネ３００を用いた機構のみで構成している。ただし、白色ローラ１４ｂの軸を、矢印
Ｇ方向に移動可能に保持する不図示の部材は設けている。
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【００７９】
　このため、第３実施形態における裏面読取部１４″では、白色ローラ１４ｂに力が加わ
らない状態（定位置）での間隔Ｄは調整できないが、第１実施形態と同様、バネ定数可変
バネ３００の固定部３００ｂにおける対のコイルに通電することにより、白色ローラ１４
ｂをその定位置に保持する弾性力を調整することできる。
　このため、間隔Ｄよりも厚い紙が搬送されてきた場合にその紙に与える圧力を小さくす
ることができる。
【００８０】
　次に、第３実施形態において、制御部４００が行う調整処理について説明する。図１３
は、両面読み取りを行う場合に制御部４００が実行する、図９と対応する調整処理を示し
たフローチャートである。
　なお、この第３実施形態における調整処理は、弾性力の調整だけを行うものであり、ス
テップＳ３０１乃至Ｓ３０７までの処理は図９のステップＳ１０１乃至Ｓ１０７までの処
理と同じであるため、異なるステップを中心に説明する。
【００８１】
　画像読取装置１０において、原稿Ｐがセットされた状態でユーザが操作部４１０の図示
しないタッチパネル等により両面読み取りを指示すると、制御部４００が、図１３に示す
処理を開始する。
　まず、制御部４００は、ステップＳ３０１乃至Ｓ３０７までの処理を順に行って、その
結果、光沢度と紙厚の双方が閾値を超えていると判断した場合（Ｓ３０７のＹｅｓ方向）
、調整処理としてバネ定数制御スイッチ４４０をオンするようにする（Ｓ３０８）。
　これにより、図１２に示した裏面読取部１４″のバネ定数可変バネ３００のバネ定数が
低くなって、白色ローラ１４ｂの弾性力が小さくなる。この調整処理の後、ステップＳ３
１０に進む。
【００８２】
　一方で、制御部４００が、原稿Ｐの光沢度と紙厚のいずれかが閾値以下であると判断し
た場合（Ｓ３０６又はＳ３０７のＮｏ方向）、ステップＳ３０９に進む。そして、バネ定
数制御スイッチ４４０をオフにして白色ローラ１４ｂを保持する弾性力を初期値に戻す調
整を行った後（Ｓ３０９）、ステップＳ３１０に進む。
　そして、制御部４００は、ステップＳ３１０において、次の原稿があるかないか判断し
て、次の原稿がなければ（Ｓ３１０のＹｅｓ方向）、処理を終了する。次の原稿があれば
（Ｓ３１０のＮｏ方向）、ステップＳ３０２に戻って次の原稿搬送を開始する。
【００８３】
　以上の図１３で説明した処理においては、制御部４００が、測定した光沢度と紙厚の双
方が閾値以上と判断した場合、バネ定数可変バネ３００の固定部３００ｂにおける対のコ
イルに通電するようにし、白色ローラ１４ｂの弾性力を小さくするようにしている。
　このことにより、原稿がＣＩＳ１４ａのガラス１４ｃに強く押しつけられることがなく
なり、読み取りムラの発生を抑えることができる。
　また、この第３実施形態の場合も第１実施形態と同様に、紙厚については判断せずに、
光沢度が閾値を超えた場合に白色ローラ１４ｂの弾性力の大きさを調整する調整処理を行
うようにしてもよい。
【００８４】
　以上で第１乃至第３実施形態の説明を終了するが、画像読取装置１０の具体的な構成や
制御部４００が行う処理の内容等が上述の実施形態で説明したものに限られないことはも
ちろんである。
　例えば、上述した第１乃至第３実施形態における画像読取装置１０においては、紙厚測
定部１２を、プルアウトローラ１２ａとプルアウト従動ローラ１２ｂにより構成するよう
にしたが、裏面読取部１４よりも上流側にある他の対となっているローラにより代用して
も構わない。
　また、第１乃至第３実施形態においては何れも、原稿Ｐの裏面を読み取る場合を例にと
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って説明したが、原稿Ｐのおもて面を読み取る場合にも上述した各実施形態における調整
処理を行っても構わない。
【００８５】
　また、第１乃至第３実施形態においては何れも、光沢度や紙厚が閾値を超えているか否
かの２段階で白色ローラ１４ｂの間隔や弾性力を調整するようにしたが、これを多段階で
行うようにしてもよいことはもちろんである。
　光沢度や紙厚を３段階以上に区分して、それぞれの段階に対応する間隔や弾性力を設定
するようにしてもよいし、光沢度や紙厚と、間隔及び弾性力との関係式を定めておき、そ
れら関係式に基づいて、光沢度や紙厚から、設定すべき間隔や弾性力の値を定めるように
してもよい。
【００８６】
　このような多段階の調整を行えば、より精密に、読み取りムラの発生を防止することが
できる。白色ローラ１４ｂとＣＩＳ１４ａとの間隔を広げすぎたり、白色ローラ１４ｂの
位置を保持する弾性力が弱すぎたりすると、原稿がＣＩＳ１４ａの読み取り面から大きく
浮き上がってボケが生じる原因となったりすることも考えられるので、原稿の特性に合っ
た精密な調整を行うことが好ましいと言える。
【００８７】
　また、上述した実施形態では、原稿の光沢度や紙厚を都度測定する例について説明した
が、予め登録されている紙種のデータを参照して光沢度や紙厚の値を取得するようにして
もよい。例えば、普通紙、厚紙、光沢紙、写真紙のような紙種毎に光沢度や紙厚の値を予
め登録しておき、読み取り時にユーザが選択した紙種と対応する光沢度や紙厚の値を用い
て調整処理を行う等である。また、光沢度や紙厚ではなく、紙種毎に好適な白色ローラ１
４ｂの間隔や弾性力を直接登録しておくことも考えられる。
【００８８】
　また、この発明が、単体の画像読取装置として実施可能であることも勿論である。
　また、以上説明してきた各実施形態及び変形例の構成が、相互に矛盾しない限り任意に
組み合わせて実施可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００８９】
１００：画像処理装置　　　１０：画像読取装置
１１：自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）　　　１２：紙厚測定部
１２ａ：プルアウトローラ　　　１２ｂ：プルアウト従動ローラ
１２ｃ：回転軸　　　１２ｄ：支持機構　　　１２ｅ：変位センサ
１３：光沢度測定部　　　１３ａ：光沢度計　　　１３ｂ：光源
１３ｃ：受光センサ　　　１４：裏面読取部　　　１４ａ：ＣＩＳ
１４ｂ：白色ローラ　　　１４ｃ：ガラス　　　１４ｄ：レンズアレイ
１４ｅ：光源　　　１４ｆ：白テープ　　　１４ｇ：集光レンズ
１４ｈ：イメージセンサ　　　１４ｉ：センサ基板　　　１４ｊ：信号処理基板
１４ｋ：アルミダイキャスト　　　１５：おもて面読取窓
１６：コンタクトガラス　　　１７：基準白板１７　　　１８：第１キャリッジ
１９：第２キャリッジ　　　２０：レンズユニット　　　２１：ＣＣＤ
３１：上ガイド板　　　３２：下ガイド板　　　　
２００：ソレノイド　　　２００ａ：ピン　　　２００ｂ：軸受け
２００ｃ：突起部　　　２１０：可動ストッパ
３００：バネ定数可変バネ　　　３００′：バネ
３００ａ：可動部　　　３００ｂ：固定部
３１０：ガイド板　　　３２０：棒材
４００：制御部　　　４１０：操作部　　　４２０：記憶部
４３０：間隔調整モータ　　　４４０：バネ定数制御スイッチ
４５０ａ、ｂ：コンパレータ　　　
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５００：ＣＩＳ　　　５０１：センサ基板　　　５０２：イメージセンサ
５０３：レンズアレイ　　　５０４ａ、ｂ：光源　　　５０５：ガラス
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９０】
【特許文献１】特開２００９－２１７１５号公報
【特許文献２】特開２００５－１５９４８２号公報
【特許文献３】特開２０１０－２４５９１７号公報
【特許文献４】特開２００４－３６０７４７号公報

【図１】 【図２】
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【図３】
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【図７】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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